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　福島被災者に関する新潟記録研究会は、新潟
県を舞台に、福島原発事故が社会にどのような
衝撃を与えたのか、被災者家族と受け入れ先の
交錯を記録に残すことを目的として、稲盛財団
による 2013 年度研究助成を得て、2013 年度に
立ち上げられた。具体的には、福島被災者（福
島からの避難者を中心に、帰還者も含む）がこ
れまでどのような状況におかれてきたか、また、
新潟の地域社会は被災者とどのように向き合い
あるいは受け入れてきたかについて、研究者の
視点から記録を残していくことをめざしてい
る。対象とする被災者は、警戒区域内外、老若
男女を問わない。また、対象とする地域社会の
アクターは、官民を問わない（県、市町村等の
自治体、各種公益団体、民間団体、企業、自治会、
NPO、任意団体、避難者による当事者団体等）。
この過程で明らかになる、避難者支援上の課題、
あるいは支援者が抱える課題について、行政機
関をはじめ、しかるべき機関に情報提供やイン
プットを行うこともめざしている。さらに、記
録を残すに際しては、特定のイデオロギーや政
治的目的に左右される事なく、中立的・客観的
視点から、総体として問題の構造を多面的に捉
え、それぞれの研究者の視座を活かしつつ、問
題の諸相を明らかにし、課題を抽出し、あるい
は既存の取組みの評価（見える化）をしていく
事に重きをおいている。
　2014 年度で 2 年目を迎えた同研究会は、研
究会を継続開催するとともに、記録の公表の第
一弾として、ブックレットを出版した。以下に
その概要を記す。
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1）研究会の継続開催
日時 概要
平成26年6月13日 第7回研究会（於：新潟大学駅前キャンパスときめいと）
話題提供者：中越安全防災推進機構　稲垣文彦氏
話題：「中越から東日本へ」
　中越地震後、中間支援組織の立場から、復興支援と過疎対策に尽力し、復
興支援員制度など多くの仕掛けをなさった稲垣氏が、3.11後、福島被災者問
題にどのように向き合われたのか、オーラルヒストリー調に語って頂いた。
稲垣氏の目からご覧になり、中越と東日本（特に福島被災者問題）でどのよ
うに違っているか、そのようななか、どのような出会いのもとで、支援策や
しかけを展開されて来られたか、福島被災者問題の今後の課題や予測、個人
としての思いについても、ざっくばらんに話題提供いただいた。
平成26年7月25日 第8回研究会（於：新潟大学駅前キャンパスときめいと）
話題提供：新潟県防災局防災企画課課長　細貝和司氏
　　補足：新潟県土木部流域下水道事務所工務第1課　
　　　　　課長代理　小海崇史氏
話題：「新潟県による広域避難支援」
　過去の震災復興に携わられ、東日本大震災時には県庁で広域避難支援の指
揮をとられたお立場から、新潟県における行政対応のあらましと、避難者の
状況、今後の課題など、幅広くお話しいただいた。
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2）ブックレットの出版
　本研究会の記録公表の第一弾として、ブック
レットを出版した。
髙橋若菜・田口卓臣編
「お母さんを支えつづけたい―原発避難と新潟
の地域社会―」本の泉社、2014 年 11 月．
平成26年8月6日 第9回研究会（於：共に育ち合い（愛）サロンむげん）
話題提供者：共に育ち合い（愛）サロンむげん代表　
　　　　　　増田昌子氏
話題：「 柏崎で原発避難者を迎えて～むげんの“姐さん”、過去、現在、未
来を語る」
　増田氏は、3.11後、柏崎市において多くの原発避難者を迎え、ユニークな
“自立”支援を手伝って来られた。今ではむげんの“姐さん”と慕われてい
る。研究会では、増田さんが避難者“自立”支援に携わるに至った経緯や、
サロンむげんの立ち上げや運営、避難者との関わりの中で見えてきた現実や
避難者の心の声、他の支援者等とのかかわり、事故後3年たった今の思い、
後世に語り継いでいきたい事など、オーラルヒストリー調に自由に語って頂
いた。
平成26年11月14日 第10回研究会（於：新潟大学駅前キャンパスときめいと）
話題提供者：新潟日報県庁記者クラブ記者　平賀貴子氏
話題：「新潟日報社報道記者として、原発震災被災者にかかわって」
　平賀氏は、新潟日報社において、報道部記者として2011年の震災直後から
県内避難者を中心に取材にあたり、3年目には福島県内を中心に被災者の状
況を取材を行い、数多くの記事を執筆した。報道の現場からみえてきた、原
発避難・被災者の状況、迎え入れた新潟の地域社会の状況、その中で感じた
今の思い、世に問いたいことを、報道記者として、等身大の一人の女性とし
て、オーラルヒストリー調に自由に語って頂いた。
2）ブックレット　出版報告・納品について
平成27年2月19日 第11回研究会（於：新潟大学駅前キャンパスときめいと）
話題提供者：新潟NPO協会　常務理事　富澤佳恵氏　
話題：「支援者への支援　新潟・福島での被災者支援団体を支える営みから」
　富澤氏は、新潟NPO協会立ち上げ当初からのスタッフとして、「NPO団
体を支える組織」としての活動を続け、2011年の震災では、これまでの活動
経験から、早期段階からプロジェクトを始動し、自ら団体としての支援活動
も展開しながら、新潟NPO協会の目的でもある「支援する団体や組織を支え
る」活動を続けてこられた。記録会では、これまでの被災者支援活動の知見
を踏まえて取り組まれた、東日本大震災での支援活動及び支援団体への支援
について、NPO協会として、そして支援に携わってきた一個人としてのお話
を、オーラルヒストリー調に自由に語って頂いた。
＜概要＞
　原発事故から 3 年以上たった今日も、14 万人をこえる人々が、全
国で避難生活を続けています。そのなかには、大勢の母子たちもい
ます。避難をしてもしなくても、母子たちはそれぞれ自責感にさい
なまれ、世間の強い風当たりの中で口をつぐみ、足がすくむ思いを
経験してきました。その姿は、全国各地で、同じように子育てをし
てきたお母さんたちに大きな衝撃を与えました。子どもを守りたい
という思いで、人と人、心と心がつながっています。本ブックレッ
トでは、新潟県新潟市を舞台に、原発避難した母子たちと、支えつ
づける地域社会の姿を、紹介します。
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研究会は次年度も継続させ、今後も、様々な方々
から聞き取らせて頂いた証言を、ブックレット
出版はじめ、多様な形で公表していくことを目
指している。
研究会メンバー
＜研究者＞
稲垣文彦　 社団法人中越防災安全推進機構復興
デザインセンター長
小池由佳　 新潟県立大学人間生活学部准教授
（記録研究会世話役）
髙橋若菜　宇都宮大学国際学部准教授
　　　　　（記録研究会世話役、研究助成対象者）
田口卓臣　宇都宮大学国際学部准教授
松井克浩　新潟大学人文学部教授
山中知彦　新潟県立大学国際地域学部教授
＜行政オブザーバー＞
押見義則　新潟県県民生活・環境部　
　　　　　広域支援対策課　支援係長
浅野英明　新潟県県民生活・環境部　
　　　　　広域支援対策課　副参事
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